
別表２（第３条関係） 

 

 

配水管工事施工監理の業務内容 

 

工　程 項　目 着眼点

事前検討（設計図書確認検討等） 施工上リスク・実行可能性の認識・評価

施工方法・手順（適用工法等） 複数工法の想定、リスク回避策の発案

実施工程（臨界経路把握等） ボトルネックの把握、代替策の想定

道路関係（占用許可申請等） 道路管理者、交通管理者と自立した調整

施設管理者等（河川、下水等） 施設管理条件・施工条件の均衡点見極め

施工協議（近接・存置等協議） 後年を見据えた長期視点を持った調整

説明・調整 相手方立場を理解・掌握した調整・対応

苦情・指摘対応 相手方主張を踏まえた迅速・的確対応、短期解決

設計との協議調整 懸念事項想定段階での顕在化回避策協議調整

受注者・他企業と協議調整 重要管理点を押さえた円滑な全体指揮・調整

品質、出来高、出来形管理 長期・安定供用を目指した工夫・創案

洗浄、通水・供用 市民生活等を意識した影響範囲・期間設定

安全管理 交通保安、歩行者等事故防止 経験・知識・感度に基づく危険察知力の発揮

設計変更 施工方法・数量変更、関係者調整 設計・現場条件相違見極め、関係者と円滑調整

竣工手続 道路管理者立会、検査受検・是正 管理者方針合致の適正復旧

施工計画

許可手続

住民対応

施工監督

 


